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様式第３号（第７条関係） 

 

 

会 議 録 

 

１ 附属機関の会議の名称 

   水戸市稲荷第二市民センター運営審議会 

 

２ 開催日時 

   令和５年２月 14 日（火） 10 時 00 分から 11 時 00 分まで 

 

３ 開催場所 

   水戸市稲荷第二市民センター  学習室 

 

４ 出席した者の氏名 

（１） 委 員 

長谷川 正一，柳 研二，鴨志田 隆，菊池 恵子，飯田 洋，海東 健 

 

（２） 執行機関 

長谷川 仁，松田 理恵 

 

５ 議事及び公開・非公開の別 

  （１）令和４年度市民センター事業の報告について     （公開） 

  （２）令和４年度市民センターの利用状況について     （公開） 

  （３）令和５年度市民センター事業計画（案）について   （公開） 

  （４）令和５年度各種講座の開設計画（案）について    （公開） 

  （５）その他                      （公開） 

 

６ 非公開の理由 

 

７ 傍聴人の数 

   なし 

 

８ 会議資料の名称 

   令和４年度第２回稲荷第二市民センター運営審議会 

   令和５年度稲荷第二市民センター定期講座受講生募集（案） 
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９ 発言内容 

 

議  長   定刻となりましたので，ただいまから令和４年度水戸市稲荷第二市民センター運営審議 

会を開催します。それでは，  会長から挨拶をお願いします。 

  会長   （挨拶） 

執行機関   それでは，これより議事に入りたいと思います。 

       本日の出席者は，委員数６名のところ６名でございます。よって，本日の会議が有効に 

      成立していることを御報告します。 

       議長につきましては，市民センター条例第 12 条の規定により会長にお願いします。 

議  長   それでは，本日の会議を規定に従って進めていきたいと思います。 

       会議が円滑に進みますように委員の皆様の御協力をお願いします。 

       なお，議事録署名を  委員と  委員にお願いします。 

       それでは，議事に入ります。まず，「（１）令和４年度市民センター事業報告について」 

並びに「（２）令和４年度市民センター施設利用状況について」を，併せて審議したいと思 

います。事務局から説明願います。 

執行機関   （資料に基づき説明） 

議  長   ただいま事務局から説明がありましたが，これについて何か質問等はございませんか。 

  委員   私たちが子育てをしていた時代は，子どもや保護者に対しては学校だけが関係していた

のですが，これからは今年度のように学校だけではなく，市民センターと協力して運営して

いくのでしょうか。 

  委員   小学生の行事については基本的には学校が中心になりますが，市や市民センターの方で

も学校のために活動等をしてくれるので，大変ありがたいです。 

  委員   今まで以上に市や市民センターが学校の支援に関わっているということですね。 

ありがとうございます。 

議  長   入学してくる子どもの数は減ってきていますか。 

  委員   人数は減少していますので，来年度の稲荷第二小学校の１年生は，１クラスになります。 

  委員   今は何名在籍ですか。 

  委員   233 名です。来年度は減少します。新１年生 27 名が入学してきますが，その前に今の 

      ６年生 54 名が卒業するからです。 

  委員   クラス数はどうでしょうか。 

  委員   新４年生が２クラスですが，それ以外の学年は全て１クラスとなります。 

議  長   それでは，「（３）令和５年度市民センター事業計画（案）について」並びに「（４）令和

５年度各種講座の開設計画（案）について」を審議したいと思います。 

事務局から説明願います。 

執行機関   （資料に基づき説明） 

議  長   ただいま事務局から説明がありましたが，これについて何か質問等はございませんか。 

  委員   基本的な質問ですが，定期講座の教室とクラブの違いは何ですか。 
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執行機関   教室については，原則として初心者が対象で，毎年度新規募集をしています。 

       市民センターで講師を選任して運営を行います。 

       クラブについては，教室から移行した経験者が中心となり，定員の補充等により初心者

を加えて活動しています。 

       教室，クラブとも受講生の自主運営を原則とし，講師謝金については，受益者負担となり

ます。ただし，謝金に不足が生じる場合は，教室に対して公費の支出ができます。 

       クラブについては，公費からの支出は行いません。 

  委員   わかりました。 

議  長   今の窓口での証明等については，マイナンバーで申請を行っていますか。 

執行機関   窓口では，これまでどおり，申請書に記入して申請となります。 

       コンビニエンスストアでは，マイナンバーで申請できる証明があります。 

  委員   マイナンバーカードは，運転免許証や保険証のように本人の証明になりますよね。 

議  長   他に御意見はありませんか。 

それでは，「（５）その他」について，事務局から説明願います。 

執行機関   会議の始まる前に，  委員から 11 月に開催された拡大版市民懇談会に関する問合せが

ありましたので，概要をお話しします。 

       稲荷第二地区の対話参加者として地区会のいきいきコミュニティ稲荷二から会長と副会

長が出席しました。この審議会からは  委員が傍聴者として参加しています。 

       この懇談会では，防災・減災をテーマとして，常澄ブロックの各地区会の現状，取組に関

する報告と水戸市に対する要望が出されていました。 

       稲荷第二地区からは，災害時の電気の供給，飲料水の確保，小学校における防災倉庫の設

置，国道 51 号周辺の排水問題，県道下入野水戸線の車道拡幅等についての要望が出ていま

した。 

議  長   これに関連した事項で意見等はございますか。 

  委員   私は，傍聴人として懇談会に参加しました。 

       常澄ブロックの各地区会の役員等が参加していましたが，現状として高齢者ばかりで残

念に思いました。このことが，大きな課題であると思いました。 

  委員   平日の夕方に開催したので，若い世代は参加が難しかったのではないか。 

  委員   この懇談会では，稲荷第二地区から水戸市街に向かう県道下入野水戸線の拡幅の検討に

ついての要望が出ています。 

       この地区の中学生は，常澄中学校の他にも学区外等の中学校に，この道路を利用して通

学していると思いますが。 

  委員   いろいろな理由により，第三中学校，第四中学校，私立中学校，中高一貫校等に通ってい

ます。卒業生の２割程度が常澄中学校以外の中学校に入学するようです。 

  委員   私の知るところでは，過去に水戸線，両毛線を使って遠くの中学校に通っている子ども

がいました。 

  委員   地区の中学生は自転車等で通学するときに，県道下入野水戸線を利用しています。 

これまで，地区では住民の安全のために再三，この車道の拡幅を要望してきましたが， 
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今回の市の回答では，現時点での計画はないとのことでした。 

今後も要望を継続したいと思います。 

議  長   それでは，よろしいですか。他に意見はございませんか。 

       ないようですので，これで本日の議事を終了し，議長の役を解かせていただきたいと思

います。ありがとうございました。 

執行機関   会長ありがとうございました。委員の皆様におかれましては，貴重な御意見をいただき

まして，誠にありがとうございました。 

       この会議に出されました御意見，御提案につきましては，今後の市民センターに反映さ

せて参りたいと存じます。それでは，審議会を終了します。 

 

 

 


